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Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

合理的配慮を踏まえた個別の教育支援計画
および個別の指導計画を作成し、適切な評
価を行い、それらを活用しながら指導の改善
を図る。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

　今回実施した個別の指導計画の評
価方法を再度確認し、評価を行って
いく。その評価を前籍校に渡した場
合の使いやすさを探っていきたい。個
別の教育支援計画について、児童生
徒の困り感を探りながら、保護者と連
携を図り、保護者が活用できるもの
にしていく必要がある。

児童生徒の実態・教育環境に応じて、ICTを
活用した指導法を工夫することにより、基礎
的・基本的な知識・技能の定着を図る。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

　今後もＩＣＴ支援員を活用し、ＩＣＴを
授業で使用できるよう研修会を積極
的に実施していく必要がある。また、
基礎的・基本的な知能・技能の定着
だけでなく、主体的・対話的に学習が
できたり、協働的に学習ができるよ
う、指導方法を工夫していきたい。

チーム学校として支援に努める。また、web会
議等により、保護者や前籍校、病院、関係機
関等と連携をさらに深め、児童生徒の教育の
充実に努める。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

　本年度は中学生のみの在学であっ
たため、協力しながら教育活動を実
施できた。途中で小学生が入ってき
た場合は、担当教科を変更しなけれ
ばならず大変な場面もある。今後も
朝礼や学部会等で、児童生徒の情報
交換を行い、チーム学校として指導
ができるようにしていく。

教育相談、訪問支援、学校見学、研修支援
等を適切に実施し、児童生徒の支援の充実
に努める。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

　次年度も地域の教育委員会や福祉
課を訪問し、広報活動を行っていく。
福祉が必要な家庭もあるが、現在は
まだ使用するには至っていない場合
もある。今後も必要に応じて福祉機
関を伝え、現在または卒業後に必要
があれば利用できるようにしていきた
い。
　今後も医師やＰＳＷに説明会を実
施し、旭分校のシステムについて丁
寧に説明をしていきたい。

3
健やかな心身の涵養とよりよい人間
関係の形成を図り、社会に参加する
態度を育成する。

児童生徒の病態を考慮した系統的・体系的
なキャリア教育を実践し、その充実を図る。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

B

　児童生徒個々の実態と指導目標を
全体でよく共通理解し、役割分担しな
がらさらに連携を深めていきたい。
　キャリア・パスポートについては、懇
談時に保護者に伝えるなど工夫す
る。また、効果的に使用できるよう検
討していく。
　校外学習や宿泊学習等、社会に出
る機会を確保し、社会について知り
参加する態度を身に付けさせていく。

・進路指導については、一人一人に向き合って指導されているように感じ
る。高校にも確実につないでいってもらっている。
・児童生徒にとって、地域に彼らの居場所があることが大切である。また、
将来の進路等を考えるにあたって多様な「モデル」を示すことも大切なこと
である。学校と地域との連携やICT・リモートを活用して、多様な人や職業を
知る機会づくりをするとよい。進路選択の際には、「先輩の話を聞く機会」が
設けられたり、希望する学校見学をするなどし丁寧な進路指導が行われて
いる。
・学校行事が少しずつできるようになったことはとても良い、生徒同士のか
かわりも増えてきて喜ばしいことだと感じる。先生方が手厚くサポートしてい
ることが、写真等の様子から理解できた。

4
多忙化の改善を図り、効率的な学校
運営を図れるようにする。

児童生徒、保護者、関係機関等との対応に
おける時間外勤務の振り替えを適切に行うこ
とにより、職員の多忙化、多忙感の解消に努
める。また、学校閉庁日を多く定め、年休を取
りやすいよう工夫する。

教職員アンケートによ
る検証（満足度80％）

A

　引き続き、時間外勤務の振り替えを
行い、職員の多忙感を減らしていく。
また、次年度も夏季休業中の学校閉
庁日を増やし、年休を取りやすくして
いく。
　また、相談しやすい環境を整えなが
ら教職員が意欲的に働ける環境をつ
くっていく。

・教員の多忙化改善には、様々な工夫が必要である。時間外勤務の振り替
えはとても良い方法である。また、学校閉庁日をうまく使いながら年休取得
を実施したり、時間内で仕事ができるよう工夫したりしてほしい。

留意点 （１）重点目標と評価項目については，各学校の現状と課題に基づき，実情に合わせて重点化し，設定する。
（２）学校関係者評価については，年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し，評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは，最終回の学校評価委員会等を開催し，学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

　キャリア・パスポートについては、より効果的
に活用できるよう内容を工夫しながら実施し
た。保護者のキャリア・パスポートに対する意
識が低かったため、次年度は懇談時に話をし
たり、お知らせを作って渡すなど、工夫していき
たい。
　宿泊学習や学習の中で校外学習を実施し、
社会に出ることを学ぶことができた。
　進路学習では、個々の進学先を具体的にイ
メージできるよう、高校見学を実施した。

4

　児童生徒、保護者、関係機関等との対応にお
ける時間外勤務の振り替えを行った。時間外
勤務記録簿の運用により、職員の多忙化の解
消に努めた。
　夏季休業中に学校閉庁日を多く定めたため、
年休を取りやすかった。年間の年休取得率が、
昨年度よりも上がった。

4

・不登校の子どもたちでも、来たいと思える取組をされている。
・一人一人と向き合って指導ができていると感じる。「相談できる人」に学校
の先生を選んだ回答が多く、良い指導が行われていることがわかる。
・学校に対する安心感や信頼感をもっている児童生徒の割合が比較的高
い様子がうかがえ、日々の教育・支援が丁寧に行われていると捉えられ
る。
・児童生徒が安心して学習できるように取り組まれていると思うが、学校改
善・点検シートの関連で「教科・領域指導等」の改善課題は何かを明確にし
てほしい。
・児童生徒の声として、学習の遅れや教科学習に対する支援が求められて
いる。実技教科を含む学習環境や内容の工夫が課題である。
・体にストレスが出たり、感覚過敏など様々な状況が現れる児童生徒が多
いが、転籍してすぐの場合と、経過してからの場合とで計測すると、数値が
違ってくる場合がある。それを生徒に示すことで、自分の成長がわかる場
合がある。学校でもやってみてはどうか。
・ＩＣＴ活用の難しさがあり、ＩＣＴへ依存している児童生徒がいるため、保護
者はＩＣＴの使用を懸念する場合がある。メリットを説明し、ＩＣＴを使う良さを
理解してもらうと良い。
・ＳＮＳトラブルについては、前籍校との連携（自己理解、メディアリテラシー
等）が必要である。

　iPadを使用しながら授業を進められるよう、
ICT支援員を講師として、様々なICT研修会を
実施した。そのため、各教員の資質・能力は高
まった。試行しながら進めたが、来年度更に使
用できるよう学んでいく必要がある。iPadを使
用し、調べ学習を行い、PowerPointプレゼン
テーションを使用して発表するなどし、基礎的・
基本的な力を高めることができた。

・いろいろな家庭、いろいろな分野との連携がよくできており、特別支援学
校が連携を大事にしていることがよく分かる。
・保護者が子どもの成長や変化を感じられている様子がうかがえる。関係
機関への丁寧な説明と関係構築に取り組み、連携の充実が促進されてい
る様子がうかがえた。
・「地道な広報活動」として、是非児童生徒の学習や成長・発達、支援ニー
ズも伝えていってほしい。
・センター的機能としての役割として通常学校への理解啓発・インクルーシ
ブ教育としての課題の検討と対応が求められる。
・学校と医療・福祉等連携を行っているが、まだ十分だとは言えない部分が
ある。説明書を作成する、説明会を開くなどして、積極的に進めていってほ
しい。
・本年度もweb会議等を行い、連携が図れる場面があったようだが、今後も
必要に応じてうまく使っていってほしい。また、保護者とも積極的に連携し、
家庭にある課題等を変えることは難しいが、児童生徒をしっかり捉えてもら
えるよう工夫していってほしい。

　支援対象地域、また、生徒が居住している地
域の教育委員会と福祉課を訪問し、旭分校の
学校紹介やセンター的機能の紹介をするなど、
広報活動を実施した。旭分校について、違った
とらえ方をしている地域もあったため、今後も広
報活動は必要である。
　体験学習や自学サポートなど必要に応じて実
施することができた。児童生徒や保護者が旭
分校を理解するのにも個人差があるため、実
態に応じた指導を行った。

2
前籍校や病院、関係機関等との連携
を図りながら、児童生徒の支援の充
実に努める。

A 3

　通院生の保護者とは登下校時に話をしたり、
入院生についても電話を通して連絡を取り合い
ながら、ニーズをくみ取り、それに合わせて指
導を行った。
　また、前籍校、病院、関係機関とも連絡を密
に取り、必要に応じてオンライン会議を設定し
ながら情報を共有し、指導に活かせるよう努力
した。

自己評価結果

1
児童生徒の実態、教育環境に応じた
支援や学習指導を行い、一人一人の
確かな学力を育む。

　個別の指導計画及び個別の教育支援計画を
作成し、指導計画の検討及び評価を学校全体
で行った。学校内では共通理解できたが、前籍
校に資料を送った場合に活用してもらえるよ
う、話し合いを持った。
　旭分校のように少人数で個に応じて授業を
行っている場合の評価と、中学校で大人数で
授業を行っている場合の評価は、総括的に見
て違うため、参考にしてもらえるよう評価方法を
工夫した。

A 4

達成できなかった。（４割以下） できていない。

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価 学校関係者評価

本年度の重点目標 令和４年度末評価（令和５年２月１日現在） 実施日　（令和５年２月１７日）

学校目標・経営方針 児童生徒の病状等に配慮し、健康の回復を図りながら義務教育課程における学習空白を補完する。　そして、社会の中で人と関わりながら生きていくための力を育む。 山梨県立富士見支援学校旭分校　校長 小倉　正一

本年度の重点目標

１　児童生徒の実態、教育環境に応じた支援や学習指導を行
い、一人一人の確かな学力を育む。

達
成
度

ほぼ達成できた。（８割以上）

評価

良くできている。

２　前籍校や病院、関係機関等との連携を図りながら、児童生徒
の支援の充実に努める。

概ね達成できた。（６割以上） できている。

３　健やかな心身の涵養とよりよい人間関係の形成を図り、社会
に参加する態度を育成する。

不十分である。(４割以上)


